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1.1. 多和田真一郎 (1961) 
多和田真一郎(1961)では、{-m}、{-gi}の二つの間に存在する、意味や用法などの違いを
具体的な例を挙げて考察している。{-m}には「純然たる名詞に転化したもの」(多和田真一





                                                        
1 {-m}には /-m/ と /-ym/ の二つの異形態がある。前者は母音末語幹や r で終わる語幹につき、後者はそ
の他の語幹につく。本稿ではこれらをまとめて{-m}で表すことにする。 
2 朝鮮語には{-m}、{-gi}の、他に{-i}や{-gai}などの名詞化接尾辞がある。 








1.2. 沈在箕 (1980) 
 沈在箕 (1980) は、現代語に限らず、通時的な考察も行い、あわせて用言の体言化につ
いても考察している論文である。また、{-m}、{-gi}、{-i}以外の{-gai}や{-ai}のような生産
性の低い接尾辞についても言及している。 






1.3. 浜之上幸 (1987) 













・{-gi}による転成名詞は 1 つの用言語根からなるものが少ない。 
・複数の語形成要素を含む場合、その内部構造が「名詞語根＋動詞語根＋{-gi}」というも
のに限られており、辞書の記載も少ない。 
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11 万語と豊富だったためである。集めた用例を남영신 (1989) の分類辞典を用いて分類す
る。남영신 (1989) の収録語数は約 15,000 語である。 
このようにして集め、分類した用例を{-m}、{-gi}についてそれぞれ「一つの語幹からな
る転成名詞」と「複数の語構成要素からなる転成名詞」の 2 つに分けた。 
 
2.2. 調査結果 
 2.1 節の方法で得られた{-m}または{-gi}名詞形は全部で 280 語であった。そのうち、「一
つの語幹からなる転成名詞」は 112 語、「複数の語形成要素からなる転成名詞」は 168 語で
あった。 
 
表 1: 一つの語幹からなる転成名詞   表 2: 複数の語形成要素からなる転成名詞 
 動詞 形容詞 合計 
{-m} 75 29 104 
{-gi} 7 1 8 








 語形成要素 (前部要素)  ＋  動詞あるいは形容詞語幹 (後部要素)  
 に分け、前後の境界線を=で示した。 
                                                        
4 浜之上幸 (1987) では、何らかの資料から用例を収集していることはうかがえるものの、その資料に関
する情報がなかった。 
 動詞 形容詞 合計 
{-m} 109 1 110 
{-gi} 58 0 58 






 複数の語形成要素からなる転成名詞 168 語のうち、{-m}形は 110 語、{-gi}形は 58 語で
あった。 
{-m}形は前部要素が後部要素に比べて多いため{-gi}形の 2 倍近い語数があるが、後部要
素の数だけをみると{-m}が 35 語、{-gi}形が 31 語と、後部要素つまり語幹の数は大差ない
ことがわかった。 
形容詞語幹を後部要素としてもつのは{-m}に jan=buggure-m (はにかみ。jan は「小さい、
ささいな」を表す接頭辞)の 1 語だけであり、他はすべて動詞語幹であった。この




 複数の語形成要素からなる転成名詞が形成される過程には次の 2 つの過程が考えられる。 
 
 ・〔 前部要素 = 動詞 〕という複合動詞 (あるいはそれに相当する慣用表現) がもとも
とあり、それに{-m}あるいは{-gi}がついてできた場合 






〔X=V〕＋{-m}/{-gi}の形をとる{-m}形は 5 語、{-gi}形は 9 語であった。 
 
(1) {-m}形の例 
nac=gari-m (人見知り) ＜ nac=garida (人見知りをする) 
(2) {-gi}形の例 
sa=ddy-gi (穴かがり) ＜ sa=ddyda (かがり縫いする) 
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表 3: 前部要素の品詞 
 名詞 動詞 形容詞 副詞 数詞 接頭辞 未分類5 合計 
{-m} 79(4) 1 1 5(1) 1 15 8 110 
{-gi} 37(7) 8(1) 0 5 0 5(1) 3 58 











・X と V がひとつの文のなかに共存しうるもの 
X が動詞の項になるもの 
X が動詞の主語: a…{-m} 2 語、{-gi} 1 語 
X が動詞の目的語: b…{-m} 13 語、{-gi} 17 語 
 
X が動詞の項にならないもの 
様態: c…{-m} 15 語、{-gi} 0 語 
手段・道具: d…{-m} 19 語、{-gi} 1 語 
場所: e…{-m} 4 語、{-gi} 5 語 
その他: f…{-m} 3 語、{-gi} 1 語6 
 
・X と V が文の中で共存しにくいもの:g…{-m} 19 語、{-gi} 4 語 
 
 以下、(3) から (14) にこれらの例を示す。 
 
(3) a の例 
{-m}: ddaq=’urri-m (地鳴り) 
地面=鳴る-m 
{-gi}: hai=ddy-gi (日の出) 
日=昇る-gi 









(4) b の例 
{-m}: namu=saigi-m (木彫り) 
木=彫る-m 







(5) c の例 
{-m}: gei=ger-’ym (カニ歩き) 
カニ=歩く-m 
 
(6) d の例 
{-m}: meg=gyri-m (墨絵) 
墨=描く-m 
{-gi}: bar=ci-gi (水泳で水をける動作) 
足=打つ-gi 
 
(7) e の例 
{-m}: barcis=ja-m (他人の足元で寝ること) 
足元=寝る-m 
{-gi}: goqjuq=ca-gi (空中蹴り) 
空中=蹴る-gi 
 
(8) f の例 








(9) X と V が文の中で共存しにくいもの (g) の例 
{-m}: mit=gyri-m (下絵)…??下を描く、??下で描く、??下に描く 
下=描く-m 
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(10) ’eb’e=ci-gi (背負い投げ) → ’eb’e ＜ ’ebda (背負う) 
ggo’a=ddy-gi (縄編み) → ggo’a ＜ ggoda (縒る) 
 
 また、形容詞を前部要素としてもつ転成名詞は{-m}形に 1 つのみであった。 
 
(11) ssyn=’us-m (苦笑い) → ssyn ＜ ssyda (苦い) 
 
 副詞を前部要素としてもつ転成名詞は{-m}形{-gi}形共に 5 語であり、みな語幹となる動
詞を修飾している。 
  
(12) {-m}: ’ajaq=ger-’ym (よちよち歩き) 
よちよち=歩く-m 
{-gi}: godcu=ddui-gi (垂直跳び) 
まっすぐ=跳ぶ-gi 
 
数詞を前部要素としてもつ転成名詞は{-m}形に 1 語のみであった。 
 











(14) {-m}: ces=ger-’ym (第一歩) → ces は名詞につく 
最初の=歩く-m 
{-gi}: nairi=ssy-gi (縦書き) → nairi は動詞につく 
上から下へ=書く-gi 
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